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研究成果の概要（和文）：資源開発に伴う環境修復の中で最も問題となっているAMD問題および採掘跡地の再緑化に関
して現状把握を行い、環境修復に対する課題および今後の指針に関して検討した。まず、AMD問題に対する現状把握の
ため既設ダンピングサイトの調査を行った結果、AMD抑制を考慮した設計がなされておらず、AMD発生が進行した状況で
あることが明らかとなった。しかし、岩石の風化作用によって生成される2次鉱物である粘土鉱物が、酸素や水の浸透
を防止する物質ともなることが期待され、この性質に加え、酸緩衝作用を有するフライアッシュ等の積極的な導入によ
りダンピングサイトにおけるAMD抑制が可能となることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Geochemical characteristics and the increase in the total reactive surface area of
 the AMD. The study of the changes of geochemical characteristics of sulphide-bearing rocks showed that th
e oxidation process in waste rock dump in 10 years was more advanced than that of 2 years. As the results 
of mineralogical investigation, the weathering is easy to accelerate around the surface of dumping area du
e to climatic conditions and acidification by oxidation of sulphides. Moreover, the study showed that the 
formation of clay minerals after the weathering processes took place at the dumping area, suggested that t
he generation of AMD would be minimized because the interior of the waste rock dump provided a barrier to 
oxygen and water. Moreover, some additional countermeasures should be taken into consideration at the same
 time such as the dumping method of waste rock and application of low-permeable layer.
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1. 研究開始当初の背景

露天掘り鉱山開発では、熱帯雨林の消失や河川の

汚濁など周辺環境へ多大な影響を与えることが懸念

されるため、環境修復

リハビリテーションプログラムを

要がある。本来、リハビリテーションの目的は自然

系の回復であり、採掘跡地を自立した土地として再

生することであった。しかしながら、現在その目的

は単なる自然環境の再生のみならず自然景観を重視

する修景緑化や、農作物や繊維資源など産業用途の

ための採掘跡地の有効利用へと変化してきている。

採掘跡地の土壌は、一般に植物の生育基盤として劣

悪な条件にあるため、採掘跡地の効率的な再緑化の

ためには適切な土壌管理および植栽種の選定が重要

となる。 

 

2．研究の目的

本研究では上述の条件を満たし、

の安定供給を目指す第一歩として、

としての有効利用が期待される植栽種としてカジノ

キに着目し、

して検討するため現場調査ならびに

の生育試験を行った。

 

3. 研究の方法

(1) 現場概要

 本研究では、

特性を把握するため

鉱山である

より、開発前の森林

アにおいてそれぞれ土壌試料を採取し、土性調査と

コンシステンシー試験を行った

 土性調査結果を表

果を図 1に示す。

育基盤として

ているが、表

の土性は森林土壌の土性と異なり、多様化している

ことが分かる。これは表土の埋め戻しの際に発生す

る攪乱や廃石の混入などが原因であると考えられる。

また、一般に植物の生育は土壌の物理性に大きく

響を受けることが知られて

いによって土壌の物理特性が異なることが分かる。
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4. 研究の成果
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